
松倉邸

地域のお座敷　松倉邸

　松倉家住宅は、地域の人々から親しみを込めて「松倉邸」（まつくらてい）と呼ばれ

ています。松倉邸は、菊池神社からの参道に連なる御所通りに位置し、国重要無形民

族文化財である御松囃子御能の舞台である能場の横に位置しています。そのため祭り

の直会をはじめ、各種の催し事で利用されるいわば地域の「お座敷」として、親しま

れて来ました。

　松倉邸では、日々様々な催しが行われています。１階では、講演会や座談会、食事会、

展示会、コンサートなどが行われています。２階は「投扇興」といったお座敷遊びが

行われたり、各種会合等でも利用されています。松倉邸は、誰でも借りることができ

ます。利用希望者は、NPO法人「菊池まちづくり千年の風」までご連絡ください。

　NPO法人「菊池まちづくり千年の風」　

　TEL：0968-25-1963（もしくはお隣の高木歯科医院をお訪ねください。）

まちづくりの拠点　きくちラボ

　実は松倉邸は、約１０年前まで使われずに空家となっていました。その後、その価

値に気づいた市民有志の手により再生が図られて行きます。まず平成２０年、NPO 法

人「菊池まちづくり千年の風」が整備を行いました。畳やふすま、家財の廃棄や清掃

をはじめ、障子張りや壁塗りなども市民の手で行われています。同時に、貸館として

の利用が始まり、同NPOを中心に各種の催しが企画されるようになります。

　平成２５年には、九州大学による「菊池文化資源総合調査研究」の成果として登録

有形文化財化が図られると共に、利用されていなかった南側の整備がスタートします。

南側の整備は、学校と地域によるまちづくり事業「菊池市域学連携事業」の一環とし

て取り組まれ、域学連携の拠点「きくちラボ」が誕生しました。実際の再生は、同事

業に参画する建築関係者による「菊池たてもの応援団」、市民まちづくりグループ「菊

池養生詩塾」等が協力して実施しています。

　域学連携としての研究会やワークショップの他、菊池養生詩塾による「菊池まちづ

くり道場」が毎月定期開催されるなど、まちづくりの拠点として利用されています。

国登録有形文化財　旧松倉家住宅主屋

　松倉家住宅は、仕出し屋を営んでいた松倉萬次郎氏の邸宅として昭和７年に棟上されたことが棟木

の墨書（ぼくしょ）で確認されている。棟梁は中島軍次郎で、当時の図面が残されている点も重要である。

重厚な入母屋屋根（いりもややね）の典型的な町家建築である。

　仕出し屋は現在の歯科医院のところにあり、当時はこの界隈に役所や登記所などの行政機関が多く

所在したため賑わったが、正面にある隈府高等女学校（現・菊池高等学校）の教育風紀上良くないと

の風評があり間もなく閉鎖された。

　この主屋は邸宅として建てられたものであるが、食事処を経営している施主のこだわりによるもの

か、賓客をもてなすための建物かと思えるような内装となっている。その主な特徴は２階座敷の付け

書院、透かし欄間（らんま）、回り廊下と、２階にある２部屋それぞれに階段が設けてあることである。

家人用と賓客用とを分ける目的があったと想定される。

　現在は所有者との契約の基づき NPO 法人「菊池まちづくり千年の風」の活動本拠地として、会合・

講演会や企画展示会などに活用されている。

登録有形文化財（建造物）

登録番号　　：　43 ‒ 0123
登録年月日　：　2013.6.21

所在地　　　：　菊池市隈府上町
（菊池市ホームページより転載）



01 0101柱梁等の木部

〈外部〉

〈内部〉

壁面 01その他軒先・軒裏

柱梁等の木部 壁面 天井01 01 その他0101

〈凡例〉

01 02
03
04

05

06

07

08

09

10

12

11

10

01 02

12
11

03

04

05

06

07

08

09

14

15

16

17

01 02

03
23

18

22

19

20

21

04

05

06

07

08

09

101112

13

01

02

01

02

05

04
03

01

02

04

03

08 09 13 07

14

11

10

12

15

16

17

18

19

05
06

25

23 24

20

21

22

01

02

07

080304

06

05

06
30

32

29

41

42

38
37

39

40

31

33

35

36
34

26

27
28

07
08

03

04

05 06

01

0203

04

≪松倉邸　部材等損傷状況プロット図≫　（調査日：2016.12.28）

熊本地震による被害
平成 28 年４月 14 日及び 16 日に熊本・大分地方を襲った震度７の

地震はその後の活発な余震を伴い、各地に甚大な被害をもたらしま

した。被害は各地域に残る歴史的・文化的な建造物にも及んでいます。

菊池市においても、指定文化財をはじめ国登録有形文化財、未指定

の歴史的建造物など、多くの建造物が被災しました。

この国登録有形文化財である通称「松倉邸」（旧松倉家住宅主屋）も

倒壊こそ免れましたが、多数の被害を受けています。 05

ああ

03 軒全体が崩れ、崩落しかねない状況 梁が傾斜し、ズレてしまっている。

歴史的・文化的な建造物は、多くの関係者の努力によって、保存・活

用が進められています。松倉邸でも、時に住民自らが壁を塗り今の姿

を保って来ました。一見すると小さなひび割れでも、疎かには出来ま

せん。これらの修繕には専門的な知識や技術が求められ、大きな改修

ともなれば、多額の費用が必要となります。報道等で伝えられること

の多い一部の文化財の被害に対して、このような各地域の歴史的・文

化的な建造物の被害は十分に伝わっていないのが現状です。
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平成２８年５月２１日、熊本地震から約一月が過ぎた頃、松倉邸を舞

台に「震災ダイアログ」が開催されました。

松倉邸は、普段からまちづくりの拠点として利用され「菊池まちづく

り道場」をはじめ、各種の催しが行われる集会場でもあります。この

日は、被災後間もない中で、参加者が不安な気持ちを吐き出し「これ

から」を考えて行くことを目的に「対話」の会が企画されました。

消防士の方を講師に、防災ゲーム「クロスロード」を実施し、互いの

話に耳を傾けました。地震後久しぶりに顔を合わせ、慣れ親しんだ空

間で、少しほっとしながら語り合うことができました。

震災ダイアログ


